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魚
津
駅
前
は
、
三
十
M
道
路
を
小

央
に
し
て
、
岱
協
会
館
、
市
庁
舎
を

は
じ
め
、
ピ
W
や
住
宅
が
建
ち
な
ら

び
、
み
ち
が
え
る
よ
う
に
り
っ
ぽ
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
の
事
業
の
し
め
く

く
り
を
す
る
た
め
、
幹
線
道
路
の
制

装
、
公
園
の
整
地
工
事
な
ど
着
工
し

て
い
ま
す
が
、
現
任
、
記
念
社
宅
付

近
の
家
屋
移
転
、
道
路
の
築
造
な
ど

急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
も
な
事
業
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

街
路
は
七
郎
総
狂
長
一
千
三
百
三

十
六
M
が
築
造
さ
れ
る
ほ
か
、
幹
線

道
路
の
舗
装
も
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
屋
な
ど
の
移
転
が
二

十
六
戸
計
阿
さ
れ
す
で
に
大
部
分
が

完
f
し
て
い
ま
す
。
区
域
内
に
は
三

つ
の
公
園
(
市
役
所
前
、
専
売
公
社

裏
、
日
の
丸
湯
前
に
あ
わ
せ
て
や
く

一
万
平
刀
M
)
が
つ
く
ら
れ
、
帥
民
地

工
中
と
外
さ
く
を
つ
く
る
工
事
が
近

く
終
わ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

舶
樹
や
遊
只
は
来
年
括
的
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
駅
前
の
三
十
M
道
路
の
中
央

分
臨
時
に
は
芝
生
や
カ
イ
ヅ
カ
イ
プ

キ
が
仙
え
ら
れ
た
ほ
か
、
歩
道
に
も

ア
カ
シ
ア
ゃ
く
二
百
三
十
本
が
柏
附

さ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
玄
関
口
と
な
る
駅
前
広
場

で
す
が
、
現
在
駅
前
付
近
の
家
屋
移

転
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
駅
前
広

魚津1
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人口のうごき (9月末)

Iltfri数 11.518出昨

男 22.619人

人rl 女 24，639人

(YJ) (女)

37 47 
15 16 
49 52 
56 57 

山生

死亡
il豆入
il山1'，

市
計
画
事
業

いい
よよ

本
年
度
で
終
わ
る

川
門
鉄
魚
作
駅
前
を
近
代
都
市
に
ふ
さ
わ
し
く
す
る
た

め
、
昭
和
訂
年
か
ら
都
市
改
造
事
業
が
着
工
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
当
初
五
か
年
計
阿
だ
っ
た
も
の
が
、
国
の
財

政
小
川
な
ど
か
ら
計
画
さ
れ
た
事
業
が
で
き
ず
、

三
か

年
延
則
し
て
副
業
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
い

よ
い
よ
本
年
皮
で
完
了
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

っ
き
り
し
た
駅
前
地
区
に

|

「
す

場
は
や
く
五
千
円
一山
平
万

M
で
、
い
ま
ま
で
の
や
く

六
仙
の
広
さ
と
な
り
ま
す

が
、
乙
の
青
写
真
は
国
鉄

側
と
話
し
合
い
が
ま
と
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
は
っ
き
り
し
て
い
ま
~
せ

ん
。
パ
ス
発
話
場
、
駐
車
場
、
連
絡

道
路
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
、

来
存
ま
で
に
す
っ
き
り
し
た
駅
前
に

生
ま
れ
表
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
D

(
与
真
上
H
撚
備
さ
れ
た
駅
前
、
庄

日
航
制
さ
れ
た
三
十
ば
道
路
の
中
山
八

分
間
的

/

〆

こ
と
し
の
事
業
費
は

一
億
二
千
九
百
万
円

乙
と
し
の
事
業
資
は
一
応
二
千
九

円
万
円
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
す
で
に
完
成
し
た
も
の
を

合
め
て
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

八
舗
装
工
事

V

マ
北
鬼
江
吉
品
川
山
脈
リ
税
務
署
前
通
り

車
道
延
長
百
六
十
二
M

一川
九
M
、

お
よ
び
歩
道
延
長
二
百
六
十
二
M

マ
カ
ー
バ
イ
ド
上
村
木
線
H
記
念
社

宅
北
側
i
ガ
l
ド
ま
で
延
長
六
百
四

十
四
M

幅

十

二
M

マ
魚
津
駅
中
川
線
H
市
役
所
前
通

り
の
歩
道
延
長
三
百
八
十

M

一山

一一

・
ムハ
M
州

マ
魚
津
駅
中
央
線
日
以
前
i
上
村

木
ま
で
の
必
道
延
長
二
百
九
十
六

M

幅

四

・
六

M

マ
魚
津
駅
友
道
線
H
炭
協
前
通
り

歩
道
延
長
二
百
二
十
二
M

一附
二

い
¥
メ
ペ

-ノ
ト
ル

マ
魚
津
駅
新
金
屋
線
H
金
屋
ガ
ー

ド
l
村
木
ガ
l
ド
の
高
架
線
ぞ
い

五
百
五
十
四
M
腕
七
・
四
M

マ
魚
津
臨
港
線
リ
村
トホ
小
宴
i
枯

渇
前
歩
道
延
長
六
百
七
十
三
M

幅
二
・
六
抗
、
お
よ
び
車
道
百
五

十

三

M

幅

十

M

マ
補
助
街
路
二
号
縦
H
日
本
通
辿

前
通
り
百
二
十
M
削
十
M

公
園
整
地
工
事
V

マ
七
号
公
園
U
市
役
所
前
而
積
六
千

六
十
九
平
方
以

マ
八
号
公
闘
H
H
専
売
公
社
市
民
耐
郁
二

千
三
十
六
平
万
M

マ
九
号
公
園
リ
日
の
丸
湯
前
而
積
一

千
九
百
二
十
平
万
M

八
駅
前
広
場
造
成

V

而
加
五
千
四
百

平
万
M

八
物
件
移
転
V

家
屋
移
転
二
十
六
戸

八
水
路
築
造
V

マ
四
号
水
路
百
二
十
七
M

八
街
路
築
造

V

マ
九
号
線
百
七
M
マ
十
六
号
線
三

百
七
十
二
M
マ
二
十
号
線
二
百
三

十
九
M
マ
二
十
一
号
線
百
八
十
五

M
マ
二
十
二
号
線
二
百
四
十
五
M

マ
ニ
十
三
号
線
百
三
十
八
M

マ
二

十
四
号
線
五
十
M

一マ
:・
お
年
玉
付
き
作
貨
は
が
き
が
、
昨

一

年
よ
り
三
日
単
く
日
月
5
日
(
水
d

か

一

ら
お
目
見
え
し
ま
す
。
寄
付
金
づ
き

一

八
円
、
持
付
金
な
し
七
円
の
二
種
類

一

を
各
郵
便
局
窓
け
と
切
手
売
り
さ
ば

民
協
会
飢
υ

削
で
、
梨
尖
、
野
菜
、
山
F

き
所
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
お
早
め
に

木
な
ど
の
即
売
を
行
な
い
ま
す
。

一

お
求
め
く
だ
さ
い
。

一マ
・:
叩
月
に
各
ご
・
誠
一
妊
へ
お
配
り
し
た

V
講
演
と
展
示
会

一

日
川
一
利
〈
ぶ
な
ど
に
あ
わ
せ
て
端
部
会

一

と
展
示
会
が
あ
り
ま
す
。

一

・
講
演
会
日
は
日
午
後
1
時
叩
分
か
ら

一

円
以
協
会
館
三
附
会
議
室
で

「股
村
婦

一

人
の
め
り
刀
」
に
つ
い
て
市
山
県

一

州
人
少
年
室
長
川
市
利
子
氏
(
労
働

一

引
務
口
)
の
講
演

一

・
展
示
会

一

①
炭
機
具
展
示
会
H
は

u
l同
日
良

一

協
会
館
あ
き
地
で
、
日
以
新
の
政
機
具

-

を
展
示
す
る
予
定

一

①
台
所
用
品
展
示
会
H
日
目
i
川
日

一

円
以
協
会
館
二
階
調
理
室
で
、
民
新
の

↑

台
所
用
品
を
凶
示
す
る
予
定
。

一

島

鶏

袋内

l

M
日

農

協

会

館

で

山
林
産
物
の
明
践
と
ハ
川
質
の
向
上

を
は
か
り
、
民
家
の
生
産
意
欲
を
日

め
収
獲
に
感
謝
す
る
け
的
で
、
第
六

川
魚
津
市
農
業
祭
が
行
な
わ
れ
ま
す

一
V
農
林
産
物
品
評
会

一
・
日
時
日
日
月
は
口
i
刊
日

一
・
場
所
H
魚
津
市
農
協
会
館
内
附

一

日
日
午
前
8
時
1
9
附
H
隙
人
、

-

午
前
9
時
i
川
町
H
得
点
口
、
ロ
附
!

日

午
後
5
時
お
よ
び
昨
日
午
前
9
附
i

一

口
附
日
一

般
参
観

一
・
出
品
物
は
、
①
審
査
品
、
①
即
売
門
川

一

①
参
考
品
、
@
宣
伝
参
考
資
料
の
四

-

部
に
わ
か
れ
、
腕
類
は
殺
類
、
問
菜

-

類
、
製
実
類
、
そ
の
他
民
林
産
物
加

一
一
L
h川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
V
即
売
会

一

魚
作
市
民
業
問
H
ク
ラ
ブ
で
は
、

四
億
二
千
万
円
の
事
業
を

実
施

l
M何
年
度
ま
で

乙
の
事
業
は
、
駅
前
地
区
ゃ
く
三

イ
一
ニ
.
刀
平
方
M
の
土
地
区
画
持
魁
を

実
施
す
る
も
の
で
、
総
工
釘
五
惚
九

千
二
百
万
円
で
昭
和
幻
年
か
ら
着
工

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
引
業
費

や
事
業
岳
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

V
U
年
度
リ
四
百
万
円
(
調
査
費
)

V
犯
年
度
リ
二
千
万
円
(
街
路
築
造
二

路
線
延
長
四
百
十
M
、
家
屋
移
転
八

件
)

V
犯
年
度
H
二
千
百
万
円

(街
路
築
造

四
路
線
延
長
四
百
九
十
五
M
、
家
屋

ひ

り
保
育
園
入
国

|

|
初
日
ま
で

来
年
4
月
か
ら
保
育
園
へ
入
園

希
望
者
の
巾
し
込
み
を
け
月
1
日

か
ら
加
日
ま
で
(
午
後
だ
け
)
受

け
付
け
を
し
ま
す
。
巾
泊
者
は
各

保
育
園
に
あ
り
ま
ず
か
ら
必
要
事

項
を
記
入
し
て
保
育
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

い
ま
ま
で
入
園
申
し
込
み
は
1

月
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
諸
調
托

の
関
係
で
、
入
園
要
否
の
決
定
が

遅
れ
が
ち
に
な
り
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
の
で
、
乙
と
し
か
ら
早

め
に
受
け
付
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

保
育
園
へ
入
国
で
き
る
基
準
は

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
子

ど
も
の
保
育
が
欠
け
る
も
の
、
①

病
以
な
ど
の
た
め
、
家
庇
で
附
一
話

が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
も
の
・

•• 

移
転
十
二
件
ゾ

一

V
刊
年
度
H
七
千
二
日
.
刀
円
(
街
路
築

造
五
路
線
延
長
五
百
三
十
M
、
家
臨

一

移
転
十
七
件
)

一

V
引
年
度
H

七
千
八
円
.h川
(
街
路
築

造
七
路
線
延
長
九
百
九
十
二
M
、
家

Mm
移
転
五
十
五
件
)

V
C
年
度
H

一
応
二
百
万
円
(
街
路
築

造
十
路
線
延
長
一
千
二
百
七
十
五
M
一

水
脈
二
件
延
長
凶
百
十
九
M
、
道
路

舗
装
三
路
線
延
長

一
千
百
七
M
、
家

屋
移
転
五
十
五
件
)

V
刊
年
度
H

一
億
二
千
三
百
万
円
(
街

路
築
造
十
九
路
線
延
長
一
千
六
百
三

十
五
M
、
水
路
三
件
延
長
五
百
七
十

M
、
道
路
舗
装
二
路
線
延
長
三
百

一

M
、
家
屋
移
転
七
十
六
件
)

年
賀
!ま
カL

き

極冨画費盤盤湿

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
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5
日
か
ら
発
売

(
写
頁
は
道
下
保
育
園
で
)

ジ
フ
テ
リ
ヤ
予
防
接
種

該
当
者
は
、
来
年
小
学
校
に
入
学

す
る
昭
和
犯
年
4
月
2
日
か
ら
同
犯

年
4
月
!
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
で
す
。
料
金
は
無
料
。

奨学資金を

お貸しします

市教委では、高校あるいは大学

へ入学されている人のうち、経済

的な理由から修学が附雌で、しか

も成績の優秀な人に焚学資金をお

貸ししております。

45年度貸与希望者は、 12月10日
まで市教委へお申し込みくださ

い。来春、進学希望者は在学して

いる学校長へお申し出くださいD

1>借りられる金額 (予定)

大学生月額 5.0001司若 干名

高校生月額 2，000円若干f，
1>借りられる人

・市内に住所のあるム ・学資

の支払い困難な人 ・身体強健

!日行方正で学業成績の良い人

-在学している学校長の抗日ちが

ある人 ・日本育英会、富山県

奨学資金、同子福祉資金など学

資の貸与を受けていない人

校
ード

i易
fifr 
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胃
ガ
ン
・
子
宮
ガ
ン
検
診

が
ン
の
早
別
発
川
を
目
的
に
集
団

検
診
を
行
な
い
ま
す
。

検
診
を
希
・
望
さ
れ
る
人
は
、
mr
め

に
市
保
険
衛
生
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
約
締
め
切

り
ま
す
。

八
胃
ガ
ン
検
診

V

マ
凶
利
胞
連
絡
所
H
H
刀
日
日
(
土
)

午
前
9
i

m
時

マ
天
神
小
学
校
H
け
月
日
日
(
十
一
)

午
前
川
時
叩
分
1

1
時
叩
分

マ
人
員
リ
七
十
五
人

マ
料
金
H
四
百
五
十
円

マ
巾
し
込
み
H
H
け
月
8
H
〈
土
〉
ま
で

八
子
宮
ガ
ン
検
診

V

マ
道
下
公
民
館
H
H
月
Mm
日
(
月
)

午
後
1
時
i

3
時

マ
人
員
H
百
人

マ
料
金
H
三
百
五
十
円

マ
巾
し
込
み
H
1
月
日
日
(
土
)
ま
で

住

民

検

診

住
民
検
診
は
今
回
で
終
わ
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い

人
は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

八
加
積

V

日
月
4
日
日
宮
の
下
中
村

繁
徳
宅

(前

9
・
m
l口
、
後
l
i

3
)
 

八
西
布
施

V

N
月
5
日
日
以
沢
保
旦

・
民
作
宅
(
前
9
・
叩
i
ロ
)

一山
布

施
述
絡
所

(後

l
i
3
)

八
都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

V

日
月
6
日
H
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

(
H
M
9
・
叩
1
ロ
、
後
!
?
3
)

日
月
7
日
日
魚
津
市
役
所

(前

9
・

叩
j
口
、
後
l
i
3
)

健

康

相

談

日
月
の
健
康
相
談
日
は
、
5
日、

ロ
臼
、
同
日
、
お
日
で
す
。
時
間
は

午
前
川
時
か
ら
午
後
3
阿
ま
で
、
市

役
所
保
健
室
で
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
に
よ
る
相
談
日
は
、

口
日
午
後
1
1
3
時
ま
で
市
保
健
室

で
実
施
し
ま
す
。



11. 1一一一(2)一一

国
民
年
余
は
、
自
営
業
者
の
家
庭

の
奥
さ
ん
万
の
た
め
に
昭
和
初
年
か

ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
人
が
あ
り
ま
せ
ん
か

加
入
す
る
人
は
、
明
治
判
年
4
月

2
円
以
降
に
生
ま
れ
た
二
十
歳
以
上

の
人
で
、
他
の
年
金
制
度
に
加
入
し

44. 警護;怠?容?牽fゑ

1--火の元にご用心一一一|

|一一26日から秋の火災予防運動はじまる一一|

こ
れ
か
ら
火
災
の

多
発
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
市
民
一
人

一
人
の
防
火
意
識
の

向
上
を
は
か
り
、
火

災
の
発
生
と
人
命
損

傷
事
故
の
絶
滅
を
期

す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
日
月
お
日
か
ら

ロ
月
2
日
ま
で
の

一

週
間
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

乙
の
期
間
中
は
、

旅
館
、
ホ
テ
ル
'
の
響

報
設
備
の
抱
備
、
宿

泊
者
へ
の
避
難
経
路

の
柴
内
、
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
と
寝
た
ば

ζ

の
防
止
、
石
油
ス

卜

l
プ
の
正
し
い
使

い
方
を
実
施
の
重
点
事
項
と
し
て
い

ま
す
。期

間
中
に
消
防
職
員
、
消
防
団
員

が
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
会
社
、
工
場

旅
館
な
ど
、
多
数
の
人
が
出
入
り
す

る
防
火
対
象
物
へ
防
火
診
断
に
う
か

第 3ltll郵便物認IJf

て
い
る
人
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

制
度
は
つ
ぎ
の
と
お
り
大
き
く
改

汗
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
入
、
加
入
し
て
も
保
険
料
を

納
め
て
い
な
い
人
は
、
す
ぐ
加
入
、

あ
る
い
は
納
付
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

乙
の
年
金
の
改
苦
は
、
制
度
が
は

じ
ま
っ
て
十
年
に
な
り
ま
す
が
、

三

度

H
の
大
き
な
改
諮
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
物
側
や
生
活
水
準
の
向

上
に
あ
わ
せ
て
、
年
金
制
も
改
山
注
さ

れ
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら

老
後
や
万
一
の
場
合
に
そ
な
え
て
、

一

一
人
残
ら
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

-

し
よ
う
。

一

年
金
・
思
給

日
口
水
v
八
市
川
』

r円
日
ル
又

ふ
↑

-
4

一
百
戸
い
寸
2
n
u
v皇
民

県
で
は
、
同
民
年
金
の
こ
と
や
厚

生
年
金
、
恩
給
、
船
白
保
険
な
ど
に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
を
受

け
る
た
め
次
の
よ
う
に
相
談
所
を
ひ

ら
き
ま
す
。

当
日
は
、
県
国
民
年
金
却
、
保
険

謀
、
社
会
福
祉
課
、
魚
津
社
会
保
険

事
務
所
な
ど
の
係
員
が
出
向
い
て
い

ま
す
か
ら
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
話
後
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
、

私
た
ち
の
生
前
に
欠
く
乙
と
の
で
き

な
く
な
っ
た
同
民
年
金
に
つ
い
て
も

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
法
雌

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
H
日
月
刊は日
午
山
川
9
w
i午
後

5
同

マ
場
所
H
中
央
通
り
一

.J
目

中
村
画
廊

いを 2いけ けが
。と局ま、消まい
;[21] 0す防防しま
川 2 0火 署 よ す
く 9電にでうか
だ 5話 関 は 。ら
さ若手はす 、 す

， る防す、制l火 ん
_O::' :談 訓| で
E 者に談診

イ、うて: 脳 係 断
|己箇L じを を
匡E霊童ヨ て設 :受

あ
な
た
の
声
を
県
政
に
:
・

一

婦
人
の
県
政
公
膝
会
出

一

県
で
は
、
地
域
社
会
、
日
常
生
活

一

に
お
け
る
婦
人
の
卒
院
な
怠
見
、
要

一

望
を
お
聞
き
し
県
政
に
反
映
さ
せ
よ

一

う
と
、
州
人
の
県
政
公
聴
会
を
ひ
ら

一

き
ま
す
。
県
政
に
対
す
る
忠
弘
を
お

一

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

一

V
円
時
H
日
月
ロ
日
(
水
)
午
後
2
時

一

か
ら

4
時
ま
で

一

V
場
所
日
魚
津
市
民
会
館
ホ
1

W

一

当
日
は
県
か
ら
知
事
、
副
知
事
、
総

一

務
部
長
、
厚
生
部
長
、
間
工
労
働
部

一

長
、
民
業
水
産
部
長
、
教
育
長
、
轡

一

察
本
部
長
な
ど
が
出
席
し
ま
す
。

一

富
山
県
魚
津
総
合
庁
舎
は
、
山
方

町
県
事
務
所
跡
に
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、

は
日
同
所
で
起
工
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

総
合
庁
舎
は
、
市
役
所
お
よ
び
県

事
務
所
跡
の
や
く
六
千
二
百
七
十
七

平
万

M
の
放
き
地

に
建
て
ら
れ
ま

す
。本

館
は
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
断

建
て
、
の
べ
面
積
三
千
五
百
七
十
六

平
方

M
の
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
倉
印

車
庫

(の
べ
而
積
九
百
九
十
五
平
万

M
M
)

が
建
設
さ
れ
ま
す
。
総
工
費
は

一
億
八
千
七
百
万
円
で
、
来
年
7
月

末
ま
で
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

新
し
い
庁
舎
に
は
、
新
川
地
方
の

出
先
機
関
が
統
合
さ
れ
、
い
ま
ま
で

あ
っ
た
県
税
事
務
所
、
東
部
社
会
福

祉
事
務
所
、
民
地
林
務
事
務
所
、
土

木
事
務
所
、
教
育
事
務
所
、
民
業
改

良
普
及
事
務
所
魚
津
支
所
の
ほ
か
、

A
一
日
平
均

“
人
が
利
用

V

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
は
こ
と
し
の

4
月

別
日
に
開
設
さ
れ
て

か
ら
六
か
月
に
な
り

ま
す
が
、
利
用
者
も

ふ
え
、
働
く
青
少
年

の
教
養
の
場
、
い
こ

い
の
場
と
し
て
前
則

さ
れ
、
大
き
な
成
県

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
六
か
月
の
利

用
状
況
を
み
ま
す
と

八
千
八
百
四
十
人
が

利
問
し
、
こ
れ
は

十

日
平
均
六
十
四
人
の

訓
り
合
い
と
な
り
ま

す
。
年
附
別
に
み
ま

問 料理・ギター教室な ど |勤労青少

教養科目が好評|年ホーム
の

設

は

じ

ま

る

新
設
の
魚
津
出
納
事
務
所
の
七
機
関

が
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

季

節

の

話

題

。
。
。
。

小
雪

(し

よ
う
せ
つ
)

「
小
雪
」
は
立
冬
か
ら
十
五
日

円
。
ま
だ
雪
の
積
も
る
ほ
ど
の
季
節

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
乙
の
こ
ろ
に

な
る
と
、
よ
う
や
く
寒
さ
を
感
ず
る

よ
う
に
な
り
、
間
も
な
く
冬
で
す
。

木
が
ら
し
が
洛
葉
を
吹
き
ち
ら
す

よ
う
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
、サ

が
あ
ば
れ
だ
し
ま
す
。
う
が
い
は
も

ち
ろ
ん
、
予
防
接
種
は
ぜ
ひ
受
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
弟
や
妹
の
乳
幼
児

も
接
種
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
お
フ
ロ
に
入

れ
な
い
夜
は
、
お
う
ち
の
フ
ロ
も
休

み
、
一
週
間
後
の
二
回

H
の
陀
射
も

忘
れ
な
い
で
::・

す
と
、
や
は
り
ニ
イ
歳
か
ら
二
十
二

歳
の
男
女
の
利
用
が
多
く
全
体
の
四

O
が
引
を
占
め
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
で
は
、
現
在
、
料
理
、
ギ

タ
l
、
美
容
保
健
体
操
、
茶
道
、
レ

コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
写
会
な
ど

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
た
い
へ
ん
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

者
い
人
た
ち
が
以
経
る
に
利
用
で
き

る
よ
う
魁
昧
や
希
望
を
生
か
し
た
サ

ー
ク
ル
'
活
動
の
育
成
に
方
を
入
れ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら

9
月
末
ま
で
の
糾
門
別

利
用
人
員
は
次
の
と
お
り
。

マ
料
理
リ
一

、
一

三
六
人

マ
レ
コ

ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
H
九

六

人

マ

美

容
保
健
体
操
U
一
一
九
人

マ
ギ
タ

1
1
一
三

O
人

マ

茶

道
H
H
三
四
人

マ
四
禁
日
八
人

マ
映
写
会
H
内
七

人

マ
そ
の
他
の
会
議
H
八
八
三
人

マ
小
計
二
、
四
五
三
人

マ
卓
球
H

一一
、

一
八

O
人

マ

レ

コ

ー
ド
鑑
釘
H
七
七
二
人

マ
娯
楽
談

話
H

一、

五
二
九
人

マ
図
丹
H
一九

四
O
人

マ
料
、
将
棋
日
七
四
人

マ
パ
l
ペ
U'
休
方
づ
く
り
H
八
七
四

人

マ

入

浴
H
四
ニ
二
人
マ
小
計

六
、
三
九
一
人

マ
合
計
八
、
八
間

四
人な

お
、
ホ
l
ム
で
定
例
的
に
行
な

わ
れ
て
い
る
教
護
制
日
な
ど
は
次
の

‘
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

V
料
理
H
月
、
水
、
木
、
金
、
土
雌

日
午
後
6
時
か
ら
8
附

V
茶
道
H

月
雌
日
午
後
7
1
9
時

V
美
容
保

健
体
操
リ
月
曜
日
午
後
了
時
1
9時

V
レ
コ

ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
H
第
一

、

第
三
金
腿
日
午
後
7
1
9時

V
ギ

タ
l
u
H
木
眼
目
午
後
7
i
9
附

V

映
写
会
H
月
末
一
回

(
写
真
は
、
青
少
年
ホ
l
ム
で
の
料

理
教
室
)

納

税

者

の

声

を

聞

く

旬

間10 

日

国
税
に
関
す
る

「
納
税
者
の
声
を

聞
く
旬
閥
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
税
に
つ
い

て
の
法
作
や
畑
町
則
が
怖
か
し
い
と
お

附
り
の
人
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

税
務
署
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
の

た
め
に
毎
月

5
の
日

(
5
U、
月
刊

お
日
)
を
税
の
相
談
日
と
定
め
、
い

ろ
ん
な
ど
相
談
に
凶
じ
て
い
ま
す
が

こ
れ
と
は
別
に
、
日
月
!
日
か
ら
旧

日
ま
で
の
叩
日
間
を
、
と
く
に
「
納

税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
」
と
定
め
、

納
税
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
背
情
や
蛍
見
、
要
望
な
ど
を
少
し

1正ー 分 改正後支給制 ゼE JjiJ 
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魚

津

総

合

庁

舎

建

所
得
税

第
二
期
分
の

納
期
限
は
ロ
月
1
日
で
す

マ
あ
な
た
の
納
税
額
は
、
予
定
納
税
額

通
知
道
の
第
二
期
分
欄
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
。
災
害
そ
の
他
で
本
年
度

の
所
得
が
い
ち
じ
る
し
く
減
少
す
る

と
比
込
ま
れ
る
人
は
、
け
月

m
Hま

で
減
額
申
請
書
を
税
務
署
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
災
害
に
よ
る
減
額
申

請
の
場
合
は

「
災
害
授
受
け
た
資
産

の
明
細
書
」

を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

マ
納
付
書
は
、
ハ
月
別
日
ど
ろ
に
税
務

署
か
ら
直
接
農
業
協
同
組
合
へ
お
送

り
し
ま
す
。

マ
納
税
は
、
農
業
協
同
組
合
で
例
年
ど

お
り
ロ
月
1
日
に
あ
な
た
の
預
金
口

腔
か
ら
振
り
替
え
て
納
税
し
て
く
れ

ま
す
。

本

江

会

館

通

り

区

が

貯

蓄

実

践

地

区

に

貯

蓄

推

進

員

も

決

ま

る

故
近
、
貯
諮
の
実
践
情
動
を
椛
進

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
貯
蓄
は
明
る
い
家
庭
と
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
る
う
え
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

乙
と
し
の

3
月
、
地
方
自
治
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
貯
蓄
の
奨
酬
に

関
す
る
事
務
が
地
方
公
共
団
体
の
仕

引
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
当

市
に
お
い
て
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
に
、

一
人
で
も
多
く
、
貯

蓄
の
実
践
の
効
果
を
十
分
期
待
し
得

る
物
の
考
え
方
.
生
活
態
度
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
つ
と
め
る
方
針
で

す
。こ

の
た
び
、
県
貯
蓄
推
進
委
員
会

か
ら
当
市
に
お
け
る
貯
蓄
実
践
地
区

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
は
自
主

的
な
組
織
の
な
か
で
、
生
活
の
合
理

化
な
ど
の
研
究
を
通
し
て
、
貯
蓄
の

実
践
活
動
を
展
開
す
る
乙
と
を
任
務

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
貯
蓄
実
践
組
織
の
設
立
お

よ
び
述
醤
の
指
導
や
、
貯
蓄
心
啓
発

生
活
合
理
化
の
た
め
の
活
動
な
ど
を

任
務
と
す
る
貯
諮
推
進
員
も
同
時
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

マ
貯
蓄
実
践
地
区
リ
本
江
会
館
通
り

マ
貯
蓄
推
進
員
H
山
沢
は
な
(
五
十
二

歳
、
山
女
)
中
村
喜

一
(
三
十
九
歳

本
江
)

地
区
の
指
定
お
よ
び
推
進
員
の
委

嘱
期
間
は
昭
和
糾
年

8
月
l
日
か
ら

同
灯
年

7
月
末
日
ま
で
の
三
か
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
多
く
お
聞
き
し
、
み
な
さ
ん
の

一

例
み
を
な
く
す
る
と
と
も
に
、
税
務

一

の
改
一
一
自
に
役
立
て

「
近
づ
き
ゃ
す
い
ト

税
務
署
一
の
中
先
制
に
つ
と
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

国
税
に
関
す
る
不
平
、
不
泊
、
意

弘
、
要
望
な
ど
を
、
こ
の
機
会
に
け

副
あ
る
い
は
電
話
、
手
紙
で
、
ど
し

ど
し
税
務
署
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い

(
魚
津
税
務
署
)

郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
総

契
約
一両
は
、
こ
の
ほ
ど
七
兆

一
千
三
百
億
円
と
い
う
大
き

な
額
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
乙
の
保
険
料
が
毎
月
十

二
似
円
集
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
乙
れ
は
将
来
の
保
険
金

や
配
当
金
を
支
払
う
た
め
に

積
み
立
て
ら
れ
、
そ
の
額
が

本
年
8
月
末
で
一
兆
九
千
億

円
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
金
は
、
加
入
者
の

た
い
せ
つ
な
共
同
財
産
で
す

か
ら
郵
政
省
で
は
、
少
し
で

も
多
く
配
当
金
が
支
払
わ
れ

る
よ
う
安
全
、
確
実
、
有
利
に
運
用

す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
に
役
立

つ
よ
う
つ
と
め
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
総
資
金
の
三
八
析
に
あ
た

る
七
千
三
百
億
円
は
、
全
国
地
方
公

共
団
体
に
融
資
さ
れ
、
住
宅
、
学
校

道
路
、
橋
、

病
院
な
ど
建
設
す
る
た

め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
魚
津
市

で
も
二
十
一
億
円
を
的
り
て
市
民
の

み
な
さ
ん
の
た
め
に
有
効
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
資
産
の
三
六
軒
の
六
千

八
百
億
円
は
、
政
府
関
係
の
公
団
、

公
社
、
公
庫
に
融
資
さ
れ
、
残
り
二

六
軒
の
四
千
九
百
億
円
は
、
加
入
者

の
一
時
融
資
や
利
廻
り
の
よ
い
金
融

偵
の
購
入
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

簡
易
保
険
は
、
国
民
所
得
の
増
大

社
会
経
・
済
の
発
展
、
交
通
戦
争
に
対

処
す
る
た
め
、
保
険
金
最
高
額
を
二

百
万
円
に
引
き
上
げ
た
ほ
か
、

「
傷

害
特
約
」
の
保
険
も
実
施
さ
れ
ま
し

た。
み
な
さ
ん
の
し

あ
わ
せ
を
お
守
り

す
る
簡
易
保
険
を

ご
利
用
願
い
ま
す

(
魚
津
郵
便
局
)

地方公共間体と簡易保険

蝉

今

月

の

納

税

国
民
健
康
保
険
税
第
三
期

納
期
限
は
ロ
月
1
日
で
す

こ
と
し
の

4
月
、
食
む
管
鹿
法
が

一
部
改
正
さ
れ
て
、

一
人
一
か
月
十

釘
の
配
給
川
が
十
五
話
に
ふ
え
た
の

と
、
小
売
業
お
に
登
山
臥
し
て
い
た
登

録
制
肢
が
防
止
に
な
り
ま
し
た
。

創
出
川
は

一
院
(
内
伸
、
道
下
、

約
川
、
加
折
、
下
何
万
)
と
、
二
区

一|

新
し
い
米
穀
通
帳
I
l
l
-

f
i
l
l
を

配

布

|

(
下
中
島
、
上
中
島
、
松
打
、
上
野

万
、
片
貝
、
天
神
、
同
布
施
)
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
区
域
内
の
ど
の
小

売
業
者
か
ら
で
も
買
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

新
し
い
米
般
通
帳
は
、
灰
長
さ
ん

を
通
じ
て
配
布
い
た
し
ま
す
U

寄

イサ

マ
一
万
円
日
古
島
富
居
良
雄

マ
一

万
川
口
駅
前
新
町
浜
出
修

一

マ

一

万円、
N
H
横
枕
小
坂
筒

マ
五
下
円
H

角
川
町
五
十
井
義
蹴

マ
三
千
円
リ

大
海
寺
新
向
坂
忠
士
(
以
上
杏
典

返
し
の
一
部
を
)
マ
七
千
円
H
H
鴨

川
町
松
谷
実

マ
二
千
円
H
新
出
屋

川
増
沢
米
引
い
ず
れ
も
社
会
福
祉

暖
護
金
に
得
付
あ
り
ま
し
た
り

L
J
刊
記
寸

引
揚
者
特
別
交
付
金

4
1
2イ

金
の
請
求
は

請
求
手
続
き
お
早
く

昭
和
位
年
か

ら
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
一
下
百
三

十
五
名
、
金
絹
に
し
て
五
千
八
百
十

一
万
円
が
国
債
で
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い

な
い
人
が
あ
り
ま
す
の
で
、
請
求
期

限
も
間
近
か
で
す
か
ら
す
ぐ
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
ざ
い
。
証
明
資
料

な
ど
悶
難
な
人
は
市
社
会
福
祉
事
務

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

里
民

運
転
免
許
証
の
更
新
日
は

ー
ゴ
]
一

の
別
立
ロ
笥
川

第

=
、
第
四
火
曜
日
に

の
更
新

は
、
い
ま
ま
で
魚
陀
瞥
祭
署
で
第
二

火
限
日
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、

日
月
か
ら
第
二
、
第
四
火
曜
日
の
週

二
回
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
は
午
前

9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

八
日
曜
、
祭
日
の
当
番
医

V

V
2
日
H
(尽
)臼
屋
小
路
勝
目
医
院

(
夜
)
北
山
地
江
稲
田
病
院

V
3
日
H

(
魁
)
住
吉
寺
崎
医
院
(
夜
)
新
金
屋
一

丁
目
森
本
医
院

V
9
日
日

(昼
)
鴨

川
町
青
木
医
院
(
夜
)経
団
一
山
町
朝
野

医
院

V
日
日
H
(昼
)
友
道
扇
谷
医

院
(
夜
)
角
川
町
熊
西
医
院

v
n日

日

(昼
)
本
江
宮
元
医
院
(
夜
)
荒
町
芝

山
医
院

V
初
日

H
(昼
)
経
旧
西
町

朝
野
医
院
(
夜
)
大
町
船
崎
医
院


